
 

     
 Ⅰ 実践テーマの趣旨 

   本校では、全国学力・学習状況調査等の諸調査、学校評価の結果分析から、小学校の既習事項を含 
めた基礎的・基本的な学習内容の定着に大きな課題があることが明らかとなった。 
 本課題を解決するために、平成29年度から実施している「授業改善等支援事業」の研究指定校とし 
て、教師一人一人の授業力の向上を進めるとともに、さらに平成30年度は、紋別市独自の学習サポー 
ターを活用した放課後学習や朝学習に取り組むなど、生徒一人一人に確かな学力を付けるよう、学校 
全体で統一した取組を実践している。  
Ⅱ 実践の内容 

１ 中学校入学前の家庭学習へのガイドライン提示 

  「授業が分からない生徒」を「授業が分かる生徒」に 
するアプローチの一つとして、小学校の既習事項の定着 
を図ることが重要と捉え、中学校区の小学校の協力の下、 
中学校入学前の家庭学習のガイドライン（図１）を示し、 
取り組ませている。 
＜家庭学習へのガイドラインの内容＞ 
・全教科に共通するもの ・国語 ・社会 ・数学 
・理科 ・英語 ・その他  
２ 朝学習・・・全員対象 

  中学校入学前の家庭学習のガイドラインを基に作成し 
た小学校の既習事項に関する問題を全学年で取り組み、 
基礎的・基本的な学習内容の定着を図っている。また、 
学習サポーターによる点数集計を行い、生徒の現状把握 
に努めている。 
 なお、１学期の朝学習等の結果から、次のことが課題 
として明らかになった。 
①小学校第４～６学年の漢字の定着度が低い。 
②整数の簡単なかけ算・わり算は概ね計算できるが、 
計算が遅い。 
③分数、小数のかけ算・わり算の定着度が低い。 
④視写が遅い。 
以上のことを踏まえ、２学期の朝学習では、以下の取 
組を行った。また、それぞれに対して、短期・中期・長 
期の目標設定も行った。 

   ①算数に関する課題の解決を図る。 
    短期：九九かけ算・わり算（５×８、56÷７等）を 

１分間に30問解く。 

    中期：小数・分数のわり算（基礎計算）を５分以内 
に２問解く。（スピード・正確性） 

    長期：小数・分数のわり算（基礎計算）を５分以内 
に４問解く。（スピード・正確性） 

   ②視写トレーニングシート（図２）に取り組む。 
   短期：５分以内に200文字以上を視写する。 
   中期：５分以内に300文字以上を目指して視写する。 
   長期：全員が５分以内に200文字以上を視写する。  
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図１ 中学校入学前の家庭学習のガイドライン 

図２ 複写トレーニングシート 



 

３ 放課後学習・・・希望者対象 

  学校評価から「家庭学習の時間が少ない」という課題が明らかになるとともに、生徒や保護者から 
「勉強の仕方を教えてほしい」という要望が多く寄せられた。 
平成29年度より、授業と家庭学習をつなげていくことが重要と捉え、第３学年を対象に放課後学習 
の取組を開始し、今年度より全学年で実施している。問題は主に教科担任が作成し、放課後学習の講 
師は学習サポーター（紋別市の地域住民）が行う。概要は次の通りである。 
○ 時 間 帯   １コマ 【15：45～16：45】 

○ 回  数   １・２学年：週１回 ３学年：週２回 
○ 今まで取り組んだ内容 

  ・小学校の既習事項（小数・分数に関する計算問題） 
  ・教科担任が補充を必要とする問題演習（質量％濃度等） 
  ・（社会免許所有の学習サポーターによる）歴史の講義 
・定期テスト対策  ・学力テスト対策    
・数学検定対策   ・漢字検定対策 

 ○ 配慮事項 
  ・生徒のニーズを反映した課題設定 
・学習サポート通信｢つなぐ通信（図３）」の定期発行 
※次週の放課後学習の課題や取組に関する生徒の声 
を掲載することで、参加促進につなげている。 

       
４ 長期休業のワークとそれを活用した学習サポート  

・・・希望者対象 

  今まで長期休業中の課題は教科担任により対応してい 
たが、今年度より各教科の課題を集約して１冊の長期休 
業中のワークブック（図４）としてまとめ、生徒一人一 
人が見通しをもち、計画的に家庭学習に取り組めるよう 
にした。 
 また、長期休業中に学習サポート期間を設定し、学習 
サポーターや教科担任の支援を受けながら、ワークブッ 
クに取り組む体制を整備した。学習サポート期間の概要 
は以下の通りである。 
○ 時間帯  １コマ： ８：30～９：30 

        ２コマ：  10：30～11：30 

        ３コマ：  13：00～14：00 

○ 回  数 11日間 （平成30年度夏季休業中） 
 ○ 配慮事項 

  ・昼食をとれる場所の確保 
  ・生徒の多様な生活リズムに対応できるようコマ数を３つ 

設けて対応 
  ・生徒に教科担任が指導の可能日を一覧表にして提示 
  ・小学校の既習事項の学習に「ほっかいどうチャレンジテ 

スト」を活用  
Ⅲ 実践の成果と課題 

１ 実践の成果 

 ○ 放課後学習等に随時、20名前後の生徒が参加するように 
なり、学習に対する意欲を向上させることができた。 

 ○ 朝学習の取組を学習サポーターが客観的に分析すること 
により、本校の課題を的確に把握することができた。 

２ 今後の課題 

 ● 基礎的・基本的な学習内容の定着が十分ではない生徒の 
参加を促す取組が必要である。 

 ● 生徒の学力を客観的に分析するための調査項目の精査及 
びＰＤＣＡサイクルの確立が必要である。 

図３ 学習サポート通信「つなぐ通信」 

図４ 長期休業中のワークブック 

＜放課後学習の様子＞ 

＜長期休業中の学習サポートの様子＞ 


